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 １．事業の目的及び概要 

 

１） 事業の目的 

 ・交通混雑の緩和 

 ・内房地域へのアクセス強化 

 ・周辺の埋立整備による土地利用への対応 

 

一般国道１６号は、神奈川県横浜市を起終点とする環状道路であり、延長約250km

の主要幹線道路です。また、「東京環状」とも呼ばれ、横浜市、相模原市、八王子

市、さいたま市、千葉市など首都30～40km圏の主要な都市を結ぶ重要な道路です。 

国道１６号湾岸君津は、暫定2車線を4車線道路とする現道拡幅事業であり、 

１６号の渋滞緩和、内房地域へのアクセス強化を目的として平成 12 年 9 月に開通

しております。 

事業評価区間は、千葉県
ち ば け ん

木更津市
き さ ら づ し

潮浜
し お は ま

～千葉県
ち ば け ん

君津市
き み つ し

君津
き み つ

の延長4.8kmです。 

 

位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国道１６号湾岸君津
国道１６号
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２） 事業の概要 

① 区 間 ： 自）千葉県
ち ば け ん

木更津市
き さ ら づ し

潮浜
し お は ま

 

                至）千葉県
ち ば け ん

君津市
き み つ し

君津
き み つ

 

② 計画延長 ： Ｌ＝４．８ｋｍ 

③ 幅 員 ： （８．７５ｍ＋３．５０ｍ）×２ （全体幅員５０．０ｍ） 

④ 構造規格 ： 第４種１級 

⑤ 設計速度 ： ６０ｋｍ／ｈ 

⑥ 車 線 数 ： ４車線 

⑦ 全体事業費 ： 約２３億円 

 

 ■標準断面図 

 

整備前  

 

 

 

 

 

 

 

 

整備後  
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⑧ 事業の経緯 
昭和４５年度       都市計画決定（君津

きみつ

市、木更津
き さ ら づ

市） 

昭和４６年度       事業化、工事着手 

昭和４９年度       暫定２車線供用 

   （木更津市
き さ ら づ し

築地
つきじ

～君津市
き み つ し

君津
きみつ

 L=4.0km） 

昭和５７年        暫定２車線供用 

（木更津市
き さ ら づ し

築地
つきじ

～木更津市
き さ ら づ し

潮浜
しおはま

 L=0.8km） 

昭和５７年度～平成６年度 事業休止 

平成７年度        事業化 ※館山自動車道  

姉ヶ崎袖ヶ浦IC～木更津南IC７月開通 

平成７年         ４車線供用（木更津市
き さ ら づ し

築地
つきじ

地先 L=0.3km） 

平成９年         ４車線供用（木更津市
き さ ら づ し

築地
つきじ

～君津市
き み つ し

君津
きみつ

 L=2.3km） 

※アクアライン１２月開通 

平成１２年度       ４車線供用 

（木更津市
き さ ら づ し

築地
つきじ

～木更津市
き さ ら づ し

潮浜
しおはま

 L=2.2km） 

全線４．８ｋｍ ４車線完成供用 
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⑨事業の進捗 

本事業は、昭和46年度に事業化し、昭和57年までに全線暫定2車線整備が完了

しました。そして昭和57年度から平成6年度までの事業休止期間後、平成7年度

より延長 4.8km について整備効果を早期に発現するため、順次４車線化を進めて

きました。 

その後、平成 7 年に木更津市築地地先の延長 0.3km、平成 9 年に同地先の延長

2.3kmを4車線供用しました。続いて平成12年には、木更津
き さ ら づ

市築地
し つ き じ

から君津市
き み つ し

君津
きみつ

間の延長2.2kmを4車線供用し平成12年9月25日に全ての事業が完了しました。 

 
 
 前 

至 

 

整 備 
 
 
 
 
 
 
 
 

国道１６号 
至 木更津市 

２車線区間 

L=４．８km 

富津市 

湾岸君津 

平成５年撮影 

 
後 
 整 備 
千葉日報（平成１２年９月２６日）

 
 
 
 
 

 

 
至 木更津市 

至 富津市 

千葉日報新聞 平成12年9月26日 

平成１７年撮影
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 ２．道路整備の効果 

 

１）一般国道１６号湾岸君津と周辺道路の交通状況 

一般国道１６号湾岸君津の木更津市畑沢における交通量は、湾岸君津が整備さ

れたことにより、交通量は増加しています。 

また、湾岸君津や館山自動車道が整備されたことにより、国道１２７号の交通

量が減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湾岸君津 
H12年4車線供用 

 

 

湾岸君津 
H12年4車線供用 

 

（資料） H6～H11：道路交通センサス  
     H17：H17.9.14、10.27 交通量観測結果  
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２）内房地域へのアクセス強化 

湾岸君津区間においては、平成 6 年には旅行速度は約 19km/h でしたが、平成

12年に4車線化され、平成16年には約50km/hの速度が確保されました。 

 

旅行速度が向上したことによって、木更津市役所～富津公園間の所要時間が約

16分短縮され、内房地域の利便性が向上しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木更津市役所～富津公園間の所要時間

19

35

15 20 25 3

開通後（H16）

6）

所要時間（

開通前（H
湾岸君津 
H12年4車線供用

（資料） 

 

  

 

0 35 40

分）

 走行速度の推移

0 10 20 30

H16

H11

H9

H6

走行速度（km/h）

22.9

18.6

24.2
.

約１６分短縮  

（木更津市畑沢） 

東京湾 

H6～H11：各年道路交通センサス旅行速度  

H16：プローブデータ（ピーク時（朝７

6 
40 50 60

50.0

湾岸君津 
H12年4車線供用

３１km/h UP

時）における上下平均）



 

３）安全性の向上 

  湾岸君津の4車線整備前には上下線対面通行であったことなどにより事故率は

増加していましたが、4車線に整備されて上下線が分離されたことなどによって事

故率が減少しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

      

 

 

削減率３６．６％ 

湾岸君津 
H12年4車線供用

 

 

 

（資料） H6、H11：各年道路交通センサス  
        H15：国土交通省資料 
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４）環境の改善［大気］ 

湾岸君津の整備の有無における大気の状況について予測した結果、CO２の年間

排出量は約２３４ｔ減少と予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CO2・・・年間約234ｔ 削減 

日比谷公園（約16ha）の面積の約1.4倍に相当 
（植林によるCO2削減量は10.6-CO2/ha/年とした）

 

 
日比谷公園×約１．４倍 

CO2、NO 、SPM排出量の算定範囲 XCO2、NOX、SPM排出量の算定範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型車 約１，６００台 

NOX・・・年間0.5ｔ 削減 

大型車約1,600台分に相当 
（大型車が40km/hで東京都内平均走行距離70kmを 

走行した場合のNOX量に換算）

 

 

 

 

 

ペットボトル 約１，０００本 

SPM・・・SPMを年間約0.1ｔ 削減 

500mlペットボトル約1,000本分に相当 
（SPM削減量を500mlペットボトルに換算。SPM100ｇ＝500ｍｌ）

）

資料 ：「道路環境評価影響評価（その１）の技術手法における将来排出係数について」（Ｈ１６．４事務連絡） 

：「自動車排出係数の算定根拠」（国土技術政策総合研究所資料No141） 

：「土地利用、土地利用変化及び林業に関するグッド・プラクティス・ガイダンス（優良手法指針）」 

   ：「平成15年度道路政策評価通達集」 
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５）環境の改善［騒音］ 

  湾岸君津の整備前後における騒音環境は、整備前は環境基準値を超過していま

したが、整備後には昼夜間ともに環境基準値を達成しています。 

 

 

 

 
木更津市築地における騒音レベルの推移（dB）

74 .2

69 .5
62 .0

70 .0

50

55

60

65

70

75

80

昼間 夜間

H7 H15

 

騒音レベルのめやす 

・平成7年は環境基準値を超過 
・整備後には昼夜間とも環境基準値を達成
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（資料） H7、H15：道路環境センサス
環境基準値



 

３．今後の事業評価の必要性及び改善措置の必要性 

 

湾岸君津の整備により、「交通混雑の緩和」、「内房地域へのアクセス強化」、

「安全性の向上」が図られ、一定の整備効果が得られました。 

今後は、引き続き交通状況並びに沿道環境等の状況把握に努め、適切な維持管

理を実施するとともに、状況の変化が見られた場合は必要に応じた改善措置を講

じてまいります。 

今後、事業を行うにあたっては早期の整備効果発現及び供用目標の達成ができ

るように、計画的な事業進捗管理に努めていくことが重要であると思われます。 
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４．同種事業の計画調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

 

 一般国道１６号湾岸君津は、交通混雑の緩和、内房地域へのアクセス強化、安全

性の向上など、さまざまな整備効果をもたらしました。 

 

 当事業は、4.8kmの道路整備であり、整備効果を早期に発現するため、順次４車

線化を進めてきました。 

 

昭和46年度に事業化し、昭和57年までに全線暫定2車線整備が完了したあと、

昭和57年度から平成6年度までの事業休止期間が設けられました。 

 

その後、平成 7 年に木更津
き さ ら づ

市築地
し つ き じ

地先の延長 0.3km、平成 9 年に同地点の延長

2.3kmを4車線供用しました。続いて、平成12年に木更津
き さ ら づ

市築地
し つ き じ

から君津市
き み つ し

君津
きみつ

間

の延長2.2kmを４車線供用し、平成12年9月25日に全ての事業が完了しました。 

 

今後、事業を行うに当たっては計画的に事業を進めるとともに、用地買収にお

いては速やかに事業認定手続きに移行するなど、早期の整備効果発現、及び供用

目標の達成ができるよう、事業推進に努めていくことが重要であると考えます。 
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